
二
〇
二
〇
年
が
始
ま
っ
た
。
光
陰
矢
の
如
し
、
新
し
い
年
に
な
っ

た
と
は
言
え
、
何
が
ど
う
変
わ
る
こ
と
で
も
な
い
が
、
一
年
の
早

い
こ
と
早
い
こ
と
、
併
せ
て
、
昨
年
も
い
ろ
ん
な
出
来
事
・
事
件

が
頻
発
し
た
。
些
細
な
個
人
的
妄
想
に
か
ら
れ
た
怨
念
が
、
さ
さ

や
か
な
夢
に
向
か
っ
て
確
実
な
足
取
り
で
生
き
て
い
る
人
々
の
人

生
を
奪
っ
て
し
ま
う
、
ま
た
、
社
会
で
エ
リ
ー
ト
と
さ
れ
て
き
た

人
が
最
愛
の
息
子
の
い
の
ち
を
・
・
・
（
裁
判
で
は
動
機
を
短
絡

的
と
？
）
こ
れ
ら
は
、
他
の
存
在
を
思
い
や
る
こ
と
を
見
失
い
、

自
己
を
か
た
く
な
な
世
界
に
閉
ざ
し
て
、
社
会
的
に
も
決
し
て
許

容
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ど
う
も
時
代

社
会
が
生
み
出
す
暗
く
深
い
「
悲
し
み
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
今
年
も
又
い
ろ
ん
な
出
来
事
の
一
つ
一
つ
に
人

間
の
営
み
の
複
雑
な
問
題
と
課
題
を
提
起
し
て
、
悲
喜
交
々
の
年

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
又
、
近
年
の
知
的
科
学
技
術
の
発
展
は
目

覚
ま
し
く
注
視
す
べ
き
で
あ
り
、
価
値
観
・
人
生
観
は
変
化
し
続

け
人
間
を
変
質
さ
せ
、
新
た
な
人
間
模
様
を
生
み
出
し
て
い
る
の

も
間
違
い
な
い
。
兎
に
角
、
世
の
中
の
変
貌
ぶ
り
に
は
目
を
奪
わ

れ
驚
か
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
の
連
続
で
あ
る
。

殊
に
五
十
数
年
ぶ
り
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
人
類
の
あ

ら
ゆ
る
夢
と
希
望
と
未
知
な
る
世
界
へ
の
挑
戦
と
は
い
え
、
多
額

の
資
金
と
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
、
こ
れ
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
な

の
か
ど
う
な
の
か
、
今
一
度
検
証
と
省
察
が
必
要
で
あ
る
と
思
う

の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
？
私
共
の
記
憶
の
中
に
辛
う
じ
て
留
め

て
き
た
生
き
る
こ
と
へ
の
素
朴
な
手
が
か
り
と
確
信
も
、
い
つ
の

間
に
か
停
滞
し
輝
き
を
失
い
、
瓦
解
し
て
目
先
の
誘
惑
に
翻
弄
さ

れ
今
や
通
用
し
な
い
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
社
会
へ
突
入
、
都
市
集
中
、
地
方
過

疎
、
格
差
拡
大
、
伝
統
教
団
の
壇
信
徒
の
減
少
現
象
、
後
継
者
不

足
、
宗
教
離
れ
、
無
関
心
層
の
増
大
、
墓
じ
ま
い
の
風
潮
な
ど
明

る
い
展
望
が
描
き
だ
せ
な
い
昨
今
、
年
末
の
週
刊
誌
は
「
消
滅
す

る
お
寺
・
二
十
年
後
に
三
分
の
一
」
こ
ん
な
特
集
ま
で
飛
び
出
し

て
い
る
。
今
こ
そ
真
宗
寺
院
の
果
た
す
べ
き
存
在
意
義
を
明
確
に

回
復
す
べ
き
時
で
あ
ろ
う
。

「
仏
教
に
対
す
る
関
心
は
す
ご
く
高
い
。
け
れ
ど
も
お
寺
に
関

心
が
あ
る
か
と
い
っ
た
ら
低
い
。
お
坊
さ
ん
と
お
寺
へ
の
支
持
が

低
く
て
仏
教
へ
の
支
持
が
高
い
。
ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
機
能
を
介
在
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。
檀
家
と
寺
だ
け
の
社
会
か
ら
こ
の
僧
侶
の
概

念
の
視
点
を
変
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
」
こ
ん
な
指
摘

も
あ
る
中
、
別
院
の
将
来
に
つ
い
て
も
教
化
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し

て
本
来
の
別
院
を
目
指
し
そ
の
途
に
つ
い
た
で
あ
ろ
う
か
、
休
止

す
る
こ
と
な
く
歩
み
続
け
て
い
る
の
か
責
任
は
重
大
で
あ
る
。

「
駄
目
な
こ
と
の
一
切
を
／
時
代
の
せ
い
に
は
す
る
な
／

わ
ず
か
に
光
る
尊
厳
の
放
棄
／
自
分
の
感
受
性
く
ら
い
／

自
分
で
守
れ
／
ば
か
も
の
よ
」

（
茨
木
の
り
こ
）

真
宗
門
徒
の
伝
統
と
は
、
人
間
の
欲
望
が
生
み
出
す
便
利
で
快

適
な
生
活
空
間
一
〇
〇
年
人
生
を
補
完
し
浪
費
す
る
こ
と
で
は
な

い
。
限
り
の
あ
る
恵
ま
れ
た
人
生
に
如
来
の
本
願
を
聞
き
ぬ
く
こ

と
、
そ
し
て
、
自
ら
の
拠
っ
て
立
つ
使
命
を
感
得
す
る
こ
と
で
あ

り
、
与
え
ら
れ
た
人
生
・
境
涯
に
い
の
ち
の
完
結
す
る
道
を
訊
ね

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
貧
し
く
と
も
楽
し
い
我
が
家
」
に
育
っ
た

と
思
う
私
な
ど
は
、
何
故
か
南
無
阿
弥
陀
仏
の
呼
び
か
け
が
懐
か

し
い
。
今
年
も
多
く
の
方
々
と
仏
法
聴
聞
に
励
ん
で
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
う
年
明
け
を
迎
え
た
。

人
間
が
宗
教
心
を
持
つ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宗
教
心
に
よ
っ

て
人
間
を
創
造
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
人
間
が
信
心
す
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
信
心
が
人
間
を
創
造
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
人
間
の
救
済
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

（
藤
元
正
樹
）
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十
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
に
か
け
て
、
横
浜
別

院
に
お
い
て
報
恩
講
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
報
恩

講
は
真
宗
門
徒
に
と
っ
て
、
一
年
の
中
で
最
も
大

切
な
仏
事
で
す
。
勤
行
・
法
話
等
を
通
し
て
宗
祖

親
鸞
聖
人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
な
が
ら
も
、
こ
の
一

年
、
自
ら
が
何
を
よ
り
処
と
し
て
生
き
て
き
た
の

か
、
そ
の
歩
み
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
法
要
で

す
。
真
宗
寺
院
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
伝
統
は
門
徒

家
庭
に
お
い
て
も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
勤
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

横
浜
別
院
の
報
恩
講
で
は
、
勤
行
・
法
話
だ
け

で
は
な
く
、
親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
と
そ
の
遺
徳
を

讃
え
る
『
御
伝
鈔
』
を
間
近
で
拝
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
参
詣
者
が
法
話
を
聴
い
て
、

感
じ
た
こ
と
を
語
り
合
い
、
分
か
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
講
師
・
僧
侶
と

共

に

確

か

め

合

う

「
座
談
」
。
日
頃
の

思
い
を
語
り
、
自
身

と
向
き
合
う
「
感
話
」
。

少
し
肩
の
力
を
抜
い

て
参
詣
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
と
コ
ン

サ
ー
ト
や
展
示
会
な

ど
を
開
催
す
る
「
夕

べ
の
つ
ど
い
」
。
ま

た
、
心
身
を
静
め
て

仏
法
に
耳
を
傾
け
て

い
た
だ
く
た
め
に
、

姿
勢
や
呼
吸
を
整
え
る
「
静
坐
」
と
い
っ
た
時
間

も
設
け
て
お
り
、
内
容
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
三
日
間
全
日
程
参
詣
さ
れ
る
方
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
年
の
法
話
講
師
に
は
、
真
宗
大
谷
派
・
元
宗

務
総
長
の
里
雄
康
意
師
（
大
垣
教
区
・
第
十
七
組

緑
林
寺
住
職
）
を
お
迎
え
し
て
、
三
日
間
に
わ
た

り
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
期
間
中
、

画
家
の
小
林
憲
明
氏
に
よ
る
絵
画
展
「
ダ
キ
シ
メ

ル
オ
モ
イ
」
を
開
催
し
、
十
八
日
の
「
夕
べ
の
つ

ど
い
」
で
は
、
小
林
氏
に
作
品
制
作
に
ま
つ
わ
る

お
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
日
間
、
遠
近
各
地
か
ら
参
詣
が
あ
り
ま
し
た
。

な
か
に
は
、
寺
院
の
聞
法
会
に
お
い
て
門
徒
さ
ん

と
報
恩
講
で
勤
ま
る
「
正
信
偈
」
の
練
習
を
し
て

い
る
の
で
、
一
度
、
別
院
で
し
っ
か
り
し
た
お
勤

め
を
聴
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
団
体

で
参
詣
さ
れ
た
寺
院
も
あ
り
ま
し
た
。
一
般
寺
院

に
お
け
る
報
恩
講
と
は
ま
た
違
う
雰
囲
気
も
あ
り

ま
す
し
、
ゆ
っ
く
り
門
徒
さ
ん
と
接
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
寺
院
の
教
化
活
動
の
一
端
と
し

て
別
院
の
報
恩
講
に
団
体
で
参
詣
し
て
い
た
だ
く

の
も
良
い
か
と
思
い
ま
す
。
来
年
の
報
恩
講
に
向

け
て
の
歩
み
が
も
う
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
文
責

企
画
広
報
部
主
任
鞠
川
卓
史
）

親
が
子
ど
も
を
抱
し
め
て
い
る
姿
を
、
麻
布
に

油
絵
で
描
く
の
が
、
小
林
憲
明
氏
の
作
風
で
す
。

研
修
室
に
並
べ
ら
れ
た
作
品
の
表
情
か
ら
は
、
温

も
り
と
安
堵
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
と
同

時
に
、
そ
う
い
う
表
情
を
人
は
一
生
の
う
ち
で
何

度
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
表
情
に
辿
り
着
く

ま
で
に
、
様
々
な
背
景
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
ダ
キ
シ
メ
ル
オ
モ
イ
」
は
、
ご
自
身
の
家
族
を

描
い
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、

東
日
本
大
震
災
を
機
に
全
国
の
親
子
を
取
材
し
、

描
き
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
ま
で
、
三
九
〇
家
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御
伝
鈔
拝
読

報
恩
講
厳
修
（
十
月
十
八
日
～
二
十
日
）

法
話

里
雄
康
意

師
（
元
宗
務
総
長
）

↓
里
雄
康
意
師

↓
座
談
会
の
様
子

絵
画
展
と
報
恩
講
夕
べ
の
つ
ど
い

↑

小
林
憲
明
氏

↑

絵
画
展



族
を
取
材
し
、
一
八
〇
点
描
き
終
わ
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
今
後
も
一
〇
〇
〇
家
族
目
指
し

て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
続
け
て
い
き
た
い
と

の
お
話
で
し
た
。
小
林
氏
は
講
演
会
の
な
か
で
、

「
抱
き
し
め
合
っ
て
い
る
間
に
は
、
オ
モ
イ
と
願

い
の
川
が
流
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
反
す
る
よ
う
に

生
き
る
と
、
生
き
づ
ら
く
な
る
。
流
れ
に
身
を
任

せ
れ
ば
生
き
や
す
い
の
で
は
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

展
示
中
も
参
詣
者
の
皆
さ
ん
と
気
さ
く
に
お
話
を

さ
れ
る
小
林
氏
の
姿
が
特
に
印
象
的
で
し
た
。

（
文
責

企
画
広
報
部
主
任
鞠
川
卓
史
）

神
奈
川
連
合
組
門
徒
会
総
会
が
別
院
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
神
奈
川
四
ヶ
組
の
門
徒
会
が
持
ち
回

り
で
担
当
し
、
今
年
は
横

浜
組
門
徒
会
が
担
当
で
し

た
。
五
十
四
名
の
出
席
が

あ
り
、
午
後
一
時
半
か
ら

開
会
さ
れ
ま
し
た
。
真
宗

宗
歌
斉
唱
、
横
浜
組
吉
原

憲
孝
門
徒
会
長
挨
拶
、
輪

番
挨
拶
、
渡
辺
賢
横
浜
組

長
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、

議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
議
案
二
〇
一
八
年

度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

に
つ
い
て
、

第
二
議
案
二

〇
一
九
年
事

業
計
画
・
予

算
案
に
つ
い

て
、
質
疑
応

答
、
採
決
が

行
な
わ
れ
、

両
議
案
と
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
に
休
憩
を
挟
み
、

本
堂
に
お
い
て
研
修
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
内

容
は
、
三
遊
亭
右
左
喜
師
匠
に
よ
る
新
作
落
語

「
親
鸞
聖
人
一
代
記
」
で
し
た
。
親
鸞
聖
人
の
誕

生
か
ら
お
話
は
始
ま
り
、
出
家
得
度
、
比
叡
山
修

行
時
代
、
六
角
堂
参
籠
、
法
然
上
人
と
の
出
遇
い

ま
で
の
お
話
で
し
た
。
参
加
者
は
、
時
間
を
忘
れ

る
よ
う
に
話
に
引
き
込
ま
れ
、
笑
い
も
あ
り
、
真

剣
な
場
面
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
に
親

鸞
聖
人
の
生
涯
に
触
れ

ま
し
た
。
親
鸞
聖
人
の

お
話
で
笑
う
と
い
う
の

は
何
か
変
な
感
じ
で
し

た
が
、
落
語
と
い
う
古

典
芸
能
に
よ
っ
て
、
ま

た
普
段
と
違
う
側
面
の

親
鸞
聖
人
に
出
遇
え
た

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

来
年
は
川
崎
組
門
徒

会
が
担
当
と
な
り
ま
す
。

（
文
責
家
本
）
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神
奈
川
連
合
組
門
徒
会
総
会
（
十
月
八
日
）

落
語
芸
術
協
会

三
遊
亭
右
左
喜

師
匠

演
目
「
親
鸞
聖
人
一
代
記
」

『
神
奈
川
四
ヶ
組
行
事
予
定
表
』

《
神
奈
川
四
ヶ
組
》

【
横
浜
親
鸞
講
座

二
〇
一
九
】
全
七
回

【
日
時
】
第
四
回

一
月
十
一
日
（
土
）

第
五
回

二
月
十
五
日
（
土
）

第
六
回

三
月
十
四
日
（
土
）

第
七
回

四
月
十
八
日
（
土
）

※
全
日
程
十
四
時
よ
り
十
六
時
ま
で

【
講
師
】
海
法
龍
氏
（
横
須
賀
市
・
長
願
寺
住
職
）

【
テ
ー
マ
】
人
間
と
は
何
か-

歎
異
抄
に
聞
く

【
会
場
】
崎
陽
軒
ビ
ル
ヨ
コ
ハ
マ
ジ
ャ
ス
ト

一
号
館
八
階
（
横
浜
駅
よ
り
す
ぐ
）

【
参
加
費
】
一
回
千
円

《
三
浦
組
》

【
二
〇
二
〇
年
寺
子
屋
】

〔
第
一
回
〕

【
日
時
】
二
月
三
日
（
月
）
午
後
一
時
～

【
講
師
】
佐
賀
枝
夏
文

師(

大
谷
大
学
名
誉
教
授
）

【
会
場
】
西
來
寺
（
横
須
賀
市
不
入
斗
町
三-

三
八
）

〔
第
二
回
〕

【
日
時
】
三
月
四
日
（
水
）
午
後
一
時
～

【
講
師
】
狐
野
秀
存

師(

大
谷
専
修
学
院
長
）

【
会
場
】
来
福
寺
（
三
浦
市
南
下
浦
町
上
宮
田
）

〔
第
三
回
〕

【
日
時
】
四
月
八
日
（
水
）
午
後
一
時
～

【
講
師
】
渡
邊
浩
昌

師(

三
重
県
西
願
寺
前
住
職
）

【
会
場
】
浄
榮
寺
（
横
須
賀
市
吉
倉
町
一-

三
十
）

【
神
奈
川
四
ヶ
組
（
横
浜
・
川
崎
・
三
浦
・
湘
南
）
の
う
ご
き
】

↑
総
会
の
様
子

↓
三
遊
亭
右
左
喜

師
匠



編
集
後
記

二
〇
二
〇
年
が
始
ま
り
ま

し
た
。
さ
て
、
今
年
は
ど
ん

な
年
に
な
る
の
か
ワ
ク
ワ
ク

す
る
の
は
こ
の
時
期
特
有
の

こ
と
で
す
ね
。
正
月
三
ヶ
日

が
終
わ
る
と
、
日
常
生
活
が

始
ま
り
、
ま
た
慌
し
く
過
ぎ

て
い
く
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
〇
一
九
年
を
振
り
返
る
と
、

新
元
号
、
台
風
に
よ
る
大
災

害
、
消
費
税
増
税
等
、
た
く

さ
ん
の
出
来
事
が
あ
っ
た
わ

け
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
別

院
で
は
一
月
に
修
正
会
、
三

月
に
春
季
彼
岸
会
、
五
月
に

永
代
経
法
要
、
七
月
に
盂
蘭

盆
会
、
九
月
に
秋
季
彼
岸
会
、

十
月
に
報
恩
講
と
年
間
行
事

が
勤
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
多

く
の
有
縁
の
方
々
に
参
詣
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
大

騒
ぎ
と
な
り
ま
す
が
、
別
院

で
は
昨
年
と
同
じ
よ
う
に
年

間
行
事
が
勤
ま

り
ま
す
の
で
、

世
間
が
騒
が
し

か
ろ
う
と
相
変

わ
ら
ず
の
参
詣

を
お
願
い
し
ま

す
。

（
家
本
）
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― 各法要（おつとめ・ご法話）のご案内 ― 2020年1月～3月

～どなたもご自由にお参りください～

修 正 会
1月1日（水・祝）午前１０時～

修正会とは、仏さまの前で身を正し、あら
ためて自分自身を見つめ直し、新たな年を

始める法要です。ご縁の中に生きる自分の

姿を、あらためて仏教の教えに照らしてみ

る機会にしてみませんか。
お屠蘇など軽食を振る舞います。
ぜひご参詣ください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

春季彼岸会法要 午後1時30分より

３月１９日（木）・２０日（金・祝）
【法話】近藤 龍麿 師

(岐阜教区第11組廣専寺住職）

定例法話 午後１時３０分より

１月９日(木)横浜組 願西寺 佐々木健太郎 師

２月９日(日)横浜組 長慶寺 中村良照 師

２月２８日(金)別院 輪 番 坂田智亮 師

※１月２８日の定例法話は休みです

横浜別院同朋の会

２月１８日(火) 午後１時３０分より

参加者の皆様とテーマを決めて、座談を中心

に行います。お気軽にご参加下さい。

※１月１８日の同朋の会は休みです。

別院声明儀式研修会のご案内
《２０１９年度第４回声明儀式研修会》
【日時】２月３日（月）

午前１０時３０分～午後４時

【講師】鈴木友好 師(本山堂衆）

【講題】報恩講における拝読文を中心にして
【参加費】1,000円 ※申し込みは別院まで。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

仏華講習会のご案内
【日時】２月２６日（水）

午前１１時～午後３時３０分

【講師】洲崎善範 師(大阪教区第13組即念寺

住職、仏華研修会『ちいちの華』会員）
【内容】「真宗仏華入門」

【参加費】2,000円 ※申し込みは別院まで。

グリーフケアのつどいのご案内
【日時】２月8日（土）午後2時～

4月11日（土）午後2時～
6月13日（土）午後2時～

突然起きてくる人間の悲しみに共感を求めて

グリーフケアを行なっています。

※参加費・申し込みは不要です。

詳細はチラシをご覧ください。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

正信偈の会を始めます！
【日時】1月9日（木）10：30～12：00

2月9日（日）10：30～12：00

3月9日（月）10：30～12：00

正信偈（同朋奉讃式）のお稽古を行な
います。初心者歓迎！参加無料です。

※前日までに申し込みください。
詳細はチラシをご覧ください。


